
おもしろ社会⑭（歴史編） 

飛鳥時代（４） 

問題   壬申
じんしん

の乱について、（  ）に合う語句を□から選んで書きましょう。 

大化の政治改革を主導した中大兄皇子は、のちに即位
そ く い

して（ア        ）

となりました。 

６７２年、天皇が亡くなると、政権と（イ         ）をめぐって、弟の大海人
おおあまの

皇子
み こ

と、息子の大友皇子
おおとものみこ

との間で争いが起き、日本古代史において最大の内

乱へと発展しました。この内乱を、（ウ              ）とよんでいます。 

息子の大友皇子は大津宮（滋賀県）に、弟の大海人皇子は南方の吉野（奈

良県）にいましたので、奈良県から滋賀県にかけて戦いがくり広げられました。

大海人皇子は、戦略をめぐらして鈴鹿関
すずかのせき

（三重県）と不破関
ふわのせき

（岐阜県）をおさえ

て東国の豪族たちを味方につけることに成功し、不破関でついに勝利をおさめ

ました。大海人皇子は、のちに即位し、（エ            ）となりました。 

  当時の歴史書である『日本書記』によると、美濃（岐阜県）の豪族だった

（オ              ）は、大海人皇子に仕えて戦いに協力し、勝利に貢献し

たことが知られています。岐阜県（カ           ）には、彼にゆかりの村国

神社があります。 

 

  天武天皇    中臣鎌足
なかとみのかまたり

    大化の改新   壬申
じんしん

の乱   天智天皇    

村国男依
むらくにのおより

    各務原市    関ケ原町    皇位   弘
こう

文
ぶん

天皇   財宝 
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